
省

令

弁
理
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

弁
理
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
科
目
は
、
次
の
表
の
上
欄

の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
と
し
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
科
目
に
つ
い
て
行
う
試
験
の
出
題
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
選
択
問
題

の
う
ち
受
験
者
が
選
択
す
る
い
ず
れ
か
一
の
も
の

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
科
目
は
、
次
の
表
の
上
欄

の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
と
し
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
科
目
に
つ
い
て
行
う
試
験
の
出
題
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
選
択
問
題

の
う
ち
受
験
者
が
選
択
す
る
い
ず
れ
か
一
の
も
の

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

科

目

選
択
問
題

科

目

選
択
問
題

一

理
工
Ⅰ
（
機

械
・
応
用
力
学
）

材
料
力
学

一

理
工
Ⅰ
（
機

械
・
応
用
力
学
）

材
料
力
学

（
削
る
）

流
体
力
学

熱
力
学

熱
力
学

（
削
る
）

土
質
工
学

二

理
工
Ⅱ
（
数

学
・
物
理
）

基
礎
物
理
学

二

理
工
Ⅱ
（
数

学
・
物
理
）

基
礎
物
理
学

電
磁
気
学

電
磁
気
学

（
削
る
）

回
路
理
論

三

理
工
Ⅲ（
化
学
）
一
般
化
学
（
物
理
化

学
・
有
機
化
学
・
無

機
化
学
）

三

理
工
Ⅲ（
化
学
）
物
理
化
学

有
機
化
学

無
機
化
学

四

（
略
）

（
略
）

四

（
略
）

（
略
）

五

理
工
Ⅴ（
情
報
）
情
報
基
礎
（
情
報
理

論
・
計
算
機
工
学
・

通
信
工
学
）

五

理
工
Ⅴ（
情
報
）
情
報
理
論

計
算
機
工
学

六

（
略
）

（
略
）

六

（
略
）

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
廃
油
処
理
方
法
の
技
術
上
の
基
準
）

（
廃
油
処
理
方
法
の
技
術
上
の
基
準
）

第
二
十
一
条

法
第
三
十
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
廃
油
の
処
理
の
方
法
の
技
術
上
の
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
一
条

法
第
三
十
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
廃
油
の
処
理
の
方
法
の
技
術
上
の
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

排
水
中
の
油
分
の
濃
度
を
七
日
を
超
え
な
い

作
業
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
日
本
産
業
規
格
Ｋ

〇
一
〇
二

一
（
工
業
用
水
・
工
場
排
水
試
験

方
法

第
一
部
：
一
般
理
化
学
試
験
方
法
）
の

二
十
二
に
よ
り
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す

る
こ
と
。

十

排
水
中
の
油
分
の
濃
度
を
七
日
を
超
え
な
い

作
業
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
日
本
産
業
規
格
Ｋ

〇
一
〇
二
（
工
場
排
水
試
験
方
法
）
に
よ
り
測

定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

法

規

的

告

示

電
子
認
証
登
記
所
の
登
記
官
の
電
子
証
明
書

（
自
己
署
名
証
明
書
）

電
子
証
明
書
の
ハ
ッ
シ
ュ
値

（
16進
数
）


シ
リ
ア
ル
番
号
（
10進
数
）
：
2025110000000001

CF09
9170

C1DC
CEF0

01D9
主
体
名
（
su
b
ject ）

：
C43C

46BC
CE1B

12D2
987E

名
称
（
co
m
m
o
n
N
a
m
e ）
＝
R
eg
istra

r
o
f
T
o
k
y
o
L
eg
a
l
A
ffa
irs
B
u
rea
u

所
属
名
（
o
rg
a
n
iza
tio
n
a
lU
n
itN
a
m
e ）
＝
M
in
istry

o
f
Ju
stice

組
織
名
（
o
rg
a
n
iza
tio
n
N
a
m
e ）
＝
Ja
p
a
n
ese
G
o
v
ern
m
en
t

9121
BC3E

5CE9
52AD

F63A
国
名
（
co
u
n
try
N
a
m
e ）
＝
JP

7475
1297

5C31
A494

F841

有
効
期
間
（
v
a
lid
ity ）

：
5217

5EEA
AB4A

A052
FC47

西
暦
2025年

11月
29日

か
ら
西
暦
2031年

11月
28日
ま
で

5F4D

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
七
十
五
号

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
弁
理
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
令
第
百
十
二
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
デ
ジ
タ
ル
庁

法

務

省
告
示
第
六
号

商
業
登
記
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
法
務
省
令
第
二
十
三
号
）
第
三
十
三
条
の
八
第
四
項
（
同
令
第
三
十
三
条
の
十
五

第
三
項
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
認
証
登
記
所
の
登
記
官
が
電
子

署
名
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
務
大
臣

平
口

洋


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